
 （別添）

通し番号 メニュー区分 事業の概要 対象者 経費（千円）

1 ①
エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う低所得世帯
支援

非課税世帯への支援から漏れていた課税世帯で、所得割
のみ非課税で均等割りが課税されているぎりぎりの生活
世帯

約3,000万円

2 ①
今まで補助の対象外となっていた世帯の内、家計が厳し
いと思われる世帯への現金給付

非課税世帯の１つ上の課税世帯（現時点では、抽出にお
金がかかる為、世帯数の抽出不可）

90,000千円
＜積算＞
上限3,000世帯×
30,000=90,000,000

3 ①③
高齢者への施策がなかったことから、電力・物価高によ
る補助

70歳以上の高齢者@5000 70,000千円

4 ①②

各公共施設での無料食料配布+相談窓口設置+実態調
査アンケート実施　※1人分2,000円×１回100人来場
＝20万円　月4回どこかの公共施設で開催し80万円×
6カ月間＝480万円

白井市民 480万円

5 ②
エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う子育て世帯
支援 （昼食代などの支援のため）

県の高等学校等新入生臨時給付金の対象外である高校
2，3年生。あるいは事業概要からすると高校生全般

6 ② 全小・中学校の学校給食費の無償化 白井市内の全小・中学校の児童生徒

7 ② 小中学校給食費無料化　（3か月間） 小中学校全生徒 7,400万円

8 ② 給食半額補助（9月～3月）
小学校3,600人中学校2,000人児童・生徒全員＠2千
円

78,400千円

9 ②

白井高校に学校給食の一部導入（主食は持参）

►生活困窮が食生活に及ぼす影響は深刻で、お弁当代が

なく欠食せざるを得ないケースもある。安価で栄養バラ
ンスが整った食事を提供し、高校生の健康と学力の集中
を支援する。生活困窮支援とわからないよう、対象は希
望制にする。全国的にも珍しい取組みであり、白井市のＰ
Ｒにもなる

参考事例：宮城県南三陸町
https://www.asahi.com/articles/ASQB56WW
0QB3UNHB00F.html
参考事例： 秋田県羽後町
https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/ne
ws/20220826-OYT1T50104/
参考：「高校生のお昼」について 2019年アンケート調査
結果
https://www.koukoukyuusyoku.com/pdf/1908.p
df

白井高校生約600人

（市給食センターの受入れ人数を考慮し、上限600人と
した）

現状より増える調理業務や施設維持管
理に係る経費

5,300円/月×生徒数(約600人)×提
供月数は、自己負担分として集金する

※5,300円の根拠：
給食センター方式による中学校給食費と
同額

事業提案シート

https://www.asahi.com/articles/ASQB56WW
https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/kyoiku/ne
https://www.koukoukyuusyoku.com/pdf/1908.p


通し番号 メニュー区分 事業の概要 対象者 経費（千円）

10 ② 市内の米農家さんのお米を１０kg給付
最年少の子供の年齢が18歳未満の子供の数が三人以上
いる世帯

５，２４０千円
＜積算＞
1048世帯×5,000（お米の値段）
=5,240,000 別途経費

11 ② 市内の米農家さんのお米を10kg給付 母子家庭　父子家庭世帯　母子家庭父子家庭を含む世帯

５，５６０千円
＜積算＞
1,112世帯×5,000(お米代）
=5,560,000 別途経費

12 ②

ガソリン代高騰分の差額補填

►修学旅行、校外学習、部活動の遠征、幼稚園バス運行
等、ガソリン代高騰分の差額が発生した場合に補てんす
る

子育て世帯の市民
※市スクールバスはガソリン代や人件費
の単価が上がっても契約に従い追加は
受け入れないことだけ確認できた。

13 ②

学習支援団体への補助

►学習支援事業が始まったものの、学習支援団体の利用
者は増えている。物価高騰による生活困窮の影響から子
どもたちを守るために、市民団体と連携し、安定した子ど
もの居場所と学習支援の運営を支援する。

市内学習支援団体 20万円/件

14 ②

生活困窮世帯の子が進学のためにかかる受験関連費用
の補助

►国の支援策の中に、受験に関する補助はありません。

参考：2022年物価高騰の影響把握のための緊急アン
ケート
https://www.mbs.jp/news/column/scene/art
icle/2022/12/092112.shtml
参考事例：芦屋市、大学受験料10万円まで給付…22年
度より新支援制度導入
https://resemom.jp/article/2022/02/10/65
713.html

参考：千葉県立高校前・後期選抜の受験料　2,200円ｘ
２、千葉県私立高校12千円～26千円、国立高校9,800
円

参考：大学受験から入学までにかかる費用
https://www.jili.or.jp/lifeplan/lifeevent/764
.html#:~:text=%E3%81%BE%E3%81%9F%E
5%8F%97%E9%A8%93%E6%96%99%EF%
BC%88%E5%85%A5%E5%AD%A6%E6%A4
%9C%E5%AE%9A,%E3%81%8C%E5%AE%9
F%E6%96%BD%E3%81%95%E3%82%8C%
E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%
81%99%E3%80%82

中学3年生、高校3年生、大検（高等学校卒業程度認定試
験）の受験者

中３生　
3万円まで/人

高３生・大検　
10万円まで/人

https://www.mbs.jp/news/column/scene/art
https://resemom.jp/article/2022/02/10/65
https://www.jili.or.jp/lifeplan/lifeevent/764


通し番号 メニュー区分 事業の概要 対象者 経費（千円）

15 ③
LPガス代高騰分補助　※県の補助2,400円に上乗せし
市で8,000円補助し一世帯１万円補助になるよう

LPガス契約世帯

16 ③
キャッシュレスの市内商店での買い物支援　　　　　　　　　　　
※但し、白井市民に限定できるものがあれば、PayPay
以外のものでも可

物価高騰の影響を受ける全白井市民　
（白井市内の商店・事業者）

17 ③
子どものいない世帯でも可となる電力・物価高による補
助

各世帯へ@5000 120.000千円

18 ③
消費下支え等を通じた生活者支援
LPガス料金負担軽減支援（県の1世帯当たり2400円に
上乗せ）

LPガスを利用している市民の負担軽減のため料金の一
部を直接支援

19 ③ 県のLPガス料金負担軽減支援事業への上乗せ 市内のLPガス利用世帯等
1世帯等あり2,600円　市内の対象世帯
は不明

20 ③ 物価代高騰対策の一助としてゴミ袋を無料で支給 広報しろい配布先

21 ③ 年間自転車駐輪場利用料金を半額補助
公設駐輪場年間契約者　千葉NT中央（5千円×1,000
台）白井・西白井（2千円×4,500台）

14,000千円

22 ③
自転車ヘルメット購入支援：１人２千円補助。インターネッ
ト購入可能

2,000人×2千円 40,000千円

23 ③ 自転車ヘルメット購入補助（1人2,000円） 白井市民 40万円

24 ④
省エネ空調機器購入支援　省エネ性能が高い空調機器設
置にあたり１戸１台２万円を補助

1,000戸×20千円 20,000千円

25 ⑤

障がい者施設の電気代高騰分の差額補填

►一般企業のように原材料高騰を価格転嫁できない福

祉施設にとっては、とても厳しい状況。福祉介護などは
一般企業より多くいただきたいのが実情。

参考：社会福祉法人フラット　電気代
令和2年度決算：5,021,066円
令和3年度決算：5,737,902円
令和4年度決算：8,849,380円
令和5年度予算：9,434,881円

市内障害福祉事業所

県独自支援（社会福祉施設物価高騰対策
支援事業）の上乗せ補助として県と同額
を支給

4万円/事業所



通し番号 メニュー区分 事業の概要 対象者 経費（千円）

26 ⑤

電気代高騰以前と現況の差額分

参考：リハモード　電気代の支払
3年12月分使用電力59,564kwh　1,324,124円
4年01月分使用電力66,217kwh　1,520,414円
4年02月分使用電力59,713kwh　1,462,209円
4年12月分使用電力48,829kwh  1,606,054円
5年01月分使用電力72,619kwh　2,426,430円
5年02月分使用電力74,212kwh　2,224,830円

6月より管理費・共益費12,000円(税抜)値上
６月まで　ホーム40,150円(税込)⇒6月から53,350
円(税込)
６月まで　ヴィラ26,500(非課税)⇒6月から38,500
円(非課税) 

介護施設運営事業者

県独自支援（社会福祉施設物価高騰対策
支援事業）の上乗せ補助として県の半額
を支給

 ①所施設
12,5千円/定員1名

➁通所施設
15万円/１施設
（小規模施設は5万円）

27 ⑤

►障害者グループホームに入居されている方や単身で生

活している方は、燃料費高騰分が、もとから少ない障害
基礎年金だけでの生活をかなり圧迫していて、余暇・外
出に使えるお金が減っている。
※グループホーム入居者だと家族が受け取り、本人に回ってこ
ないことがあるため、確実に本人が受け取れる方法を工夫す
る。

市民

県独自支援（社会福祉施設物価高騰対策
支援事業）の上乗せ補助として県と同額
を支給

16千円/定員1名

28 ⑥ 農業用生産資材価格高騰支援
市内の農業者 ＊個人の場合、原則として青色申告をおこ
なっている場合を対象とする。直近決算における生産資
材費が20万円以上の農業者に限る。

支援金額　肥料を含む生産資材価格高騰
額の1/2相当（上限20万円）　対象数は
不明

29 ⑥⑦
原材料・機材・備品など営業に必要な物の購入費の半額・
上限50万円補助(農業者は県の上限20万円の生産資材
価格高騰緊急支援事業に上乗せで30万円)

中小・個人事業主、農業・畜産業者など

30 ⑦
今年開催される夏祭りに補助金を支給する。4年ぶりの
開催と物価高騰により協賛金、寄付金が集まりづらいと
予想されるため。

各夏祭り実行委員会等 10,000千円

31 ⑧ 地域公共交通や地域観光事業者等に対する支援 運送事業者に対する燃料費高騰分への支援

32 ⑧

地域公共交通のガソリン代高騰分の差額補助

►地域に不可欠な公共交通手段を維持するため、燃料価

格の高騰の影響を受ける地域公共交通事業者に対し支
援する。

市内バス、タクシー事業者

県独自支援（地域公共交通物価高騰対策
支援事業）の上乗せ補助として県と同額
を支給

2万円/バス1台
2万円/UDタクシー1台
1万円/タクシー1台

※具体的に記載ください。


